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どろろの父が財宝をかくした場所が発見され 
た、が：： 0:百鬼丸は、父、醍_景光にと 
りついた四十八の魔物と最後の対決をすべく 
醍醐領に向かった！だが、その前に数々の 
妖怪が立ち ふさがる！ 異色時代劇、 完結編。 
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DORORO (IV) 


Dororo, who was being pursued by a shark, is saved by Hyakimaru. Dororo 
goes to Mujo Cape in search of the treasures which his father Hibukuro 
is said to have buried. However, the cape was nowhere to be seen and the 
robber Itachi and the official of the magistrate 1 s office who had come 
in search of the treasures stab each other to death. 

Hyakimaru returns to Daigo Village in order to see his father. There in 
the village were countless numbers of hobgoblins who had signed a contract 
with Kagemitsu. 

The enemy general ^ 古 horse Midoro kills the general because her foal had 
been killed by the latter. Midoro is possessed by the hobgoglins. Because 
of severe taxation, Domburi Choja eats extravagant food in secret. He 
becomes possessed with the spirit of a turtle who had become so big that 
he could not move in the lake. 

The priest learns that Kagemitsu is planning to construct a fortress. 

He is against the plan so is buried alive by Kagemitsu. But the priest 
is reborn together with the spirits of field mice and otter. 

Hyakimaru annihilates the hobgoblins and the farmers who could not with¬ 
stand the oppressive rule of the lord Kagemitsu, rise in revolt and 
Kagemitsu is thrown out of his office. 

Hyakimaru tells Dororo: n although you are a girl, you had been brought up 
as a boy so that you can fight against oppression. But since are now grown 
up, you must behave like a girl* M After these words, Hyakimaru goes on a 
journey again♦ No one knows where Hyakimaru went. 

The Hell 1 s Hall in which was located the 48 sculptures was destroy in a 
war 50 years later* (Work of 1969 . Produced in TV series in 1969). 
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おれは 

命令とやら i ; 一 

従うのが 

きらいでね 



、それょり 

どろろつて 
子どもを 
f 見なかったかい 
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生きてる 
だろう 
なあ… 





V 


どこ 


いるんだい 

_ 


フ……フ…… 

おかしなもんだ 
なあ 

はじめのうちは 
おにもつだと 
思っていたのに 



このごろ 
おれはどろろ\ 
なしの旅が 
こんなに 
さみしいと 
やつとわかつて 
きたんだ . 
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V 




パ％ 


4 








s 








巧翁ィ， 

HI 




ミ，)、 f or，, し^ヴ 




いままでのおれは ただ 
なんとなくすばらしいと j 
感じる だけだったが 



目や鼻がほんものになって 
見る海の景色は 
感じる以上にすばらしい 
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やいやい 

サメ公 n : 

ょく聞けょ 

おまえが 

舟をひつ 

返す気 

なら…… 



1どんなもんだ 

一手も足も 

出ないだろう. 


ノ 


ク 



もちろん 

サメ 

手も足も 
ないけど 

な —雙 

翁 

M 

儀 

龜暴 

£Mm 


A II 


ひっぺがす 
ぞ 



ど…どんなに 
もがいたつて 
ははなれや 
しねえぞ 
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i た会つたな 

-ぞぅ!!: 

タチといえば 

思ぃだしたか!!: 

























































24 



おまえつてやつは 

なんてむてっぽぅ 

なんだ!?: バカ!!: 



あにき足は？ 

|本どぅしちやつたの？ 

サメに食われたのかい？ 
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な思だばお 
わとかれ 
はみは 
た： 








それいらい . な 

人間のからだなんて 
おそまつなつまらねえ 
もんだとわかったんだ 
サメのかつこょさに 
くらべり や . ょ 
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なあ おまえ 
どうしてあんな 
サメと仲よし 
なんだよ？ 


おれは 
I 一良 1 A 力 

好きなんだ 




おれのとつつァ まと 
おっかさんはな 
おれ、がょちょちのころ 
いくさで あつさり 
殺されちまつたんだ… 


おれはおっかさんが】 
首から血をだす 
ところから 
死んでひからびて 
ミイラになつちまぅ 
とこまて ず一つと 
見てたんだぜ…… 
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無情岬の卷 
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おれの声だ 

おれのことばだ—!!: 



ああ…どろろ 
聞こえたか 
いまのはおれが 
どなつたんだぞ!!: 
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チエツ 

落つこちま， 
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11 i ; 一 毒乾^ 




どろろと百鬼丸の見たのは 
不知^<だった 、 
不知火は富山湾や有明海で 
見られる海の火で海岸の高さから 
見るといちばんよく見える 
山の上へのぼればのぼるほど 
見えないし燃えている近くへ 
いつても見えなくなつてしまう 


v=::. 


一\?-吾 si 


一 




不知火は I 種の蜃気楼現象 

だといぅことが知られている 

つまり この場合は 

遠い陸の漁師の家のあかりが 

空気にゆがめられて 

うつつたというわけである 






ワツ M : 

鉄の輪 M : 



か……金だ M : 
宝だ M : 
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こり やおかし 


ねおれが じ 


r I ま一 


みたいな口ぶり 



つべこべぬかさず 

とつとと 岬を出ろ!!: 

あといろいろと 

調べがあるのだっ 






だいたい 

おまえさんたちの 

岬へきた目的は 

わかつてるぜ 



この岬に宝が 
あるということは 
ィタチの子分あたりから 
聞きこんだんだろぅ 
あさましい役人さね 
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イタチは 
死んじやつ 

たよう 
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ミドロの卷 
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ノぃぃだたも別ぁ 

/ つまがつうれの 

しだな て法 
よにこあ一か師 
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あの 

邮だって 

子の 

とむらい 
合戦を 
してねえ 



と思つてたとこだ 


あにきが 
あのさむらい 

甲があるよう 


あいつを K ブ 
たたっこんで 
小便ひっかけて 
やらなきや 
気がすま 
ねえよ 


I 



あきれたやつだな 
醍醐景光は富樫の 
さむらい大将だぞ 
おまえの相手になるか 







ななんだよう 
可するんだよう 


I のトリデ Q 中へ 

しのびこむことじや 
あにきよりおいらが 
腕が上だわさ 






I 
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わかって 
たまつかい M : 
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おまえは 
じやまなのだつ 
おれひとりが 
いくつ!!: 
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浮浪児じや 
ないか 
こラ 



おいらの 

おとぅちやんは 

十億ぐらい 

財産持つてるん 

だぞへへん 
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ぇぇいっ 

元気がないぞ 

ミドロ号つ 
シヤンとし六 つ 
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ょいかものどもつ 
醍醐勢はこの河原の 
下手で馬に水を 
やつておる両翼から 
一度にせめて 
全滅させるのだ 
ぬかるなつ 
進めつ 
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おいらァな 
この小馬の 
おつかちやんを 
見つけて 
やるつて 





どつかへ 

売られるとこを 

助けてやつたん 

だい 
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見ろ . 

た力らあのとき - ハ f 
斬っておけば ^ 
ょかったのに 
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どんぶりばらの巻 
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I 零 — 






さむらいの前で 
化けもののまね 
などやるなと 
あれほどいつて 
おいたのにつ 
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だんなさまが 

たべものはすこし 

でも入れものが 

大きければ 

見た目の感じで 

おなかもふくれる 

だろうと 

おつしやつて 



|どんぶりなら 

たくさん 

|ありますだ 






泥棒百科 
第 I ぺージに 
かいてあらあ 
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なんて一 
けちなん一 
だい！ 



わけを 

聞こぅ 






違 


. このあ*りは 

醍醐景光さまの 
ご領内でござい 
まして . 



はい 

醒圆とのさまは 
いくさをなさつて 
おいでで 
そのために 
年貢をたく，5ん 
おとりたて (: なります 
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お 米と か 
いつたね 

おまえ 


ゆぅべは 
いたい目に 
あわせて 
すまなかつた 









おとぅさんか 
化けものに 
とっつ かれ 

たら？ 
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そこまで 
わかって 
しまつたの 


ならし かたが 




そいつを 

押し入れの 

長持ちの 

中へ！ 




あそこへしずめ\ 
れば二度と 
浮かんでこん 
どうせそいつは 
よそ者じやて 



ふう . 

とんでもない 
探偵こぞうだ 
おかげで 




めしが まずく 
なつてしもう 
たわ 














なんだお米 
もぅ帰って 
よいぞ 
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おとぅ 

さん！ 
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れす精あ 
たい気の 
こが 
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1 


こいつめ 

この沼の中のものを一 
はらいつぱい食って一 
動けないほどでかく 
なつたものだから 




自分の精気だけを 
外へ泳がせて人間に 
とつついて栄養を 
とつていたんだ 
長者はその 
ぎせい者さ 


V, 


長者は 

栄養をすいとられて 
腹がへつてたまらない 
ものだからつい 
年貢米をくすねたぅぇ 

j っそりかくれて食って 
j 飢ぇをしのいでいたんだ 
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四化入道の巻 
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どろろ 
水はどぅだ 
いい気持ちか 
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わしはお寺の 
住槪で 

しけ：どう 

四化入道という 
者じや 



ヤス リ でも かして 
いただこうかと 


おおそれは 
すまなんだ… 
あのわなは 
このわしが 
つくった 
ものでな 
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手が抜けて 
もうどこ力へ 

いつてしまつ 
たのでは 
ないかな 


いや…… 

手が抜けたと 
いぅょり手を 

はずされて 

どこかへ 

つれ去られた 

といラことだ一 


どこへ 

どろろを 

力く した 


ざ 


ななんじや， 

わしがなぜ 

かくすはずが. 


1 




そろそろ 
化けの皮を 
ぬいたらどう 
だい！ 






一 


あんたが 

わざと遠まわりして 
そのあいだに 
どろろをだれかに‘ 
おそわせたのだ 
わかつてるぜ 


1 ‘ 


とんでもない 
わしはそんな 


二 

1 


あんたのまわり 

には…かくしても 

かくしきれねえ 

化けもののにおい 

: m . 


おれが 

待ちのぞんで 
いた 

妖怪の姿が 

見える M : 
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醍醐さまは 
寺をこわそぅと 
なすったでがんす 
すると 

どつからともなく 
野ねずみや 
かえるや 
かわぅその 
大群が現れて 
さむらいたちに 
とびかかったで 
がんす 
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やい！やいやいやい 
さつさと 食ぅんなら 
食いやがれもぅ 
おいらかくごを 
決めたんだつ 




3 ■ 




…おまえのつれは 
てごわい…… 


力 


ああ 

あにきのこ_ 
あつたりまえよ 
あにきは な 
おまえみたいな 
妖怪専門の 
殺し屋なんだ 
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だだだだ 
めめめめ 


つ 




穴の途中に 
へんな膜みたいな 
ものがはってあって 
大きく見えるんたよ 



下はものすげえ 
大群だあ落ちて 
きたら最後だよう 


フフフフ… 
どろろ心配 
すんな 
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ぬえの卷 
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おじひで 
ございますつ M : 
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杳一- =1 



V: 


MM, 

-- 一-一一 

-:> 一 



おまえは 

どこから迷つて 

きたんだ 

名のれ 



わしは . 

大川村ばば 
焼き殺された 
あわれな怨霊 

じ や . ヒーツ 

ヒヒ^—ツ 
病のトコで 
逃げることも 
できず 
焼け死んだ 






r 


醍醐には四十八の 
魔物がとりついて 
おるわ…… 

だから罪のない 
女子どもや 
年よりも殺す 
あれはのろわれた 

運命の人間じや 



写 



おねがいじや/ 
息子におぅて 
くだされ 
息子をはげまして 
くださればばの 
かたきを . 


Ik 
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斬女お 
らはれ 
ん は 




^ ^ -二'二てニニニ 



どろろ 

おまえは女の子だ 
おれはわかってたが 
だまつてたんだ 


ょせやい 

おおいらか女の子？ 
じようだんじやねえよ 




自分で自分が 
男力女かも知らな 
かったのか？ 
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私の子は 
からだじゆ 
魔物に 
ぅばわれて 
……手も足も 
问も力もな*^ 
生まれてきた 
のです 




それでその 

子をどぅし 

たんだい？ 
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これだけは 
いっておくぜ 
おばさん 
おれは 

四十八ぴきの 
魔物を倒すまで 
まともなからだ 
じやねえ， 



もしおれを 

わが子ょばわり 
る^ ^*6 ら . 


おれが 

何十年かかかって 
まともなからだに 
なつてから 
呼んでもらいたい 


あと三十ぴき分 
とられた部分が 
足りねえんだ 
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ぅるせ I ッ 

今度女だ 
なんていったら 
ウンコぶっつけるぜ 







































































































おまえのつれだつ 

たなうすぎたな， 

チビ助が 



おまえはこいつと 
ふたりでたくらんで 
わざとここへやつて 
きたのだろう？ 


フフフ 

仕官したいなどと 
心にもないうそを 
いつてもわかるぞ 


もし本心なら 
このチビ助を 
いまここで 
斬れる か 





ああ 

してやろぅ 

だが 

斬れなければ 
さ" ^"6 も 
死刑だ 
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フン こんなことぐら 
へとも思わねえ 
天下の大泥棒にゃァ 
役不足ってもんさ 
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M きな 


Y 


天下の大泥棒に 
なりたいエネル 


があるなら 



それを権力との 

戦いにとつておけ 


おまえは死んだ気で 

農民たちといつしょに戦い枯 

それがおまえのいく道さ 



えつ 


*5^ と*^と 

おまえのおやじの| 

火袋は農民だった 

おまえには 

農民の気持ち' が 

わかるはずだ 
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百鬼丸は 
それから 

どこへいつたのか 
ついに 
たれにも 
わからなかつた 


ぁの四十八体の 
彫刻をひめた地.獄堂は 
さらに五十年ののち 

戦火のために 

焼けてしまつた 

といぅことである 



















































































































































































































































































級のドラマが、 やりきれない 暗さを露呈し ました。そのうえ、「まいまい おんばの巻」 あたりから、 
生ぐささが 加わりました。 少年週刊誌の漫画と しては、 マイナスの要素が多くな ってきました。 

そして、 まずい ことに「ノーマン」 の新連載が始まったせい もあって、「どろろ」 への意欲 も 半減 
して、 編集部の要請で、大急ぎで大団円にしなければなりませんでした。 、 

本当は、 百鬼丸が四十八体の魔物とたたかうエピソードを残らず出したかったのですが、滑稽に 
も、 残った魔物を全部いっしょくたにした"ぬえ"などという怪獣を出したりして、あっさりかた 
づけてしまったのです。 

テレビの「どろろ-は 、パイロット •フイルムを見るかぎり、すばらしいカラーでみことなアニメ 
でした が、 予算の関係で白黒の本編になってしまったことが、かえすがえすも残念でした。演出は杉 
井ギサブ ロ— 氏で、音楽の冨田勲氏が最高の曲をつけてくれたのです。 

これは、カルピスのアニメ劇場の第一回めの提供です。しかし、視聴率がょくなかったために、 
二十六回で打ち切られました。 

「どろろ」というタイトルがなぜ生まれたかというと、ぼくの子どもが、どろぼうのことを片言で 
"どろろう"といつたことからできたのです。 

ところで、 おかしな ことに アメリカの日本漫画のファンかこの 「どろろ」 が大好きで、ぼくの 
会った何人かの青年は、手塚漫画でいちばん好きだといってくれましたし、このあいだ行ったサ 
ンジエゴの漫画大会で、ぼくにサインをたのんだ娘な どは、 百鬼丸の絵をかいて やったら、 本当 
に涙をうかべて 「 Ilove him !」 というのです。うれしい けど、 おかしなものです ね。 


あとがき 


手塚治虫 


あちこちにかいたことですが、ぼくは人一倍負けん気が強く、たとえば漫画でも、ある作家が一 
つのユニークなヒットをとばす と、 おれだっておれなりにかけるんだぞ 、という 気持ちで同じジャ 
ンルのものに手を出す、おかしなくせがあります。 

というわけで、「どろろ」は、水木しげる氏の一連の妖怪もののヒットと、それに続く妖怪もの 
ブームにあやかって (？) 作り上げた、いうなれば、きわものです。 

しかし、最初の十回ばかりは、ぼくも本心からこの作品にのってしまったのです。珍しく時代も 
の、それも中世を舞台にした因果応報もの、ということが意欲をかき立てました。主人公の二人に 
自分ながら惚れぬいたのも、めったにないことでした。六、七回めのあたりには折りこみ口絵もは 
いり、それには水木氏ばりに、登場妖怪たちをずらりとならべたりしました。 

しかし、この物語も回を追うにしたがってムードが暗くなりました。悲惨な戦国の世の被搾取谐 


あなたは、この〃 手塚 治 虫漫画全集" 
を読んで、どんな感想をお持ちになり 
ました か。 

編集部では、この手塚先生の全集に 
ついて、読者の方たちのご意見をお待 
ちして います。 

手塚先生の作品で、読みたい もの、 
いちばん好きなもの等、ご希望があり 
ましたら、 「読後の感想」 と 合わせて、 
左記のところあてにど~^ど一^お知ら 
せく ださい。 
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読者の皆 さまへ 

「手塚治虫漫画全集」の作品の中には、アフリカの黒人 や、 東南アジアの人々をは じめ 多くの外国人の 
姿が出てきます。それらの絵の一部は、いかにも未開発国当時の姿だつ たり、 過去の時代を誇張して 
いて、現在の状況とは大きな違いがあります。最近、このような描き方は黒人や一部の外国人に対す 
る 人種差別 であると いう指摘がなされております。こうした絵に不快感を覚え、侮辱されていると感 
じる人が いる 以上、私たちはその声に真剣に耳を傾けなければ ならない と思います。 

しかしながら、人々の特徴を誇張してパロディー化する ということは、 漫画の ユー モアの最も重要 
な手法のひとつです。手塚作品では特にそれが顕著で、多くの国の人がパロディー化の対象になつて 
います。 また 作者は人間に限らず、動植物の世界から想像の世界のものたちまでもユーモアたつぶり 
にキャ ラ クター化しています。それは作者の自画像で さえ 例外では なく、 彼の鼻は実際よりも数倍大 
きく描かれています。 また 作者はつねに文明と非 文明、 先進国と発展途上国、権力者と 弱者、 金持ち 
と貧者、健常者と障害者など、すべての憎悪と対立は悪であるという信念を持ちつづけた人で、物語 
の底には強い「人間愛」が流れています。 

私たちが今あえてこの「手塚治虫漫画全集」を刊行しつづけるのは、作者がすでに故人で作品の改 
訂が不可能である ことと、 第三者が故人の作品に手を加える ことは、 著作者人格権上の問題もさる こ 
とながら、当該問題を考えてゆくうえでも決して適切な 処置とは 思えない こと、 加えて私たちには日 
本の文化遺産と評価される作品を守つてゆく責務があると考えるからです。もとより私たちは地球上 
のあらゆる差別に反対し、差別が無くなるよう努めてまいります。それが出版に携わる者の責任であ 
ると考えます。読者の皆さまも、この手塚作品に接するのを契機に、さまざまな差別が存在している 
事実を認識し、この問題への理解を深めてくださいますようお願いいたします。 

手塚プロダクション/講談社 


《著者紹介〉〉本名，治。1928年 
11月3日，大阪府豊中市生ま 
れ。大阪大学医学専門部卒業。 
医学博士。1946年「マァチャン 
の日記帳」でデビュー。1947年 
「新宝島」が大ヒ ット する。以 
来，日本のストーリー漫画の 
確立に尽くす。また，アニメー 
シヨンの世界でも，大きな業 
績を残す。代表作に「鉄腕アト 
ム」をはじめ「リボンの騎士」 
「火の鳥」 「ジャングル 大帝」 
「ブラック • ジャック」「フ''ッ 
ダ」「アドルフに告ぐ」等が 
ある0 
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